
は
じ
め
に

一
、
日
本
の
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
に
お
け
る
王
世
慶
の
役
割

二
、
台
湾
総
督
府
文
書
に
お
け
る
門
類
別
研
究

三
、
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
の
可
能
性

お
わ
り
に

は
じ
め
に

日
本
統
治
下
の
台
湾
の
研
究
に
は
、
台
湾
総
督
府
文
書
は
基
本
資
料
と
し
て
世
界
中
の
研
究
者
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

台
湾
総
督
府
文
書
を
内
外
に
紹
介
し
た
の
が
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
王
世
慶
氏
で
あ
る
。
当
初
、
台
湾
総
督
府
文
書
を
利
用
す
る
に
は
敷

居
が
高
く
、
日
本
の
行
政
文
書
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
後
、
中
華
民
国
政
府
に
接
収
さ
れ
た
た
め
原
本
を
見
る
こ
と
す
ら
容
易
で
は
な
か
っ
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た
。
そ
の
た
め
、
台
湾
総
督
府
文
書
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
王
が
執
筆
し
た

｢

介
紹
日
拠
時
期
台
湾
総
督

府
�
案

(

１)｣

は
、
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
そ
の
台
湾
総
督
府
文
書
を
紹
介
し
た
研
究
は
、
王
が
台
湾

省
文
献
委
員
会

(

以
下
、｢

省
文
献
委
員
会｣

と
表
記
す
る
。
現
在
の
国
史
館
台
湾
文
献
館
で
あ
る)

の
整
理
組
長
と
し
て
台
湾
総
督

府
文
書
の
整
理
を
担
当
し
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
著
作
の
な
か
で
、
台
湾
総
督
府
文
書
は
、
そ
の
種
類
、
冊
数
、
お
よ
び
台
湾
総

督
府
に
お
け
る
文
書
の
分
類
法
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
台
湾
総
督
府
文
書
を
構
成
す
る
文
書
群
に
つ
い
て
は
、
基
幹
文

書
で
あ
る
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
の
ほ
か
、
土
木
局
、
糖
務
局
、
高
等
林
野
調
査
会
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
、
進
退
原
議
、
地
方
に

お
け
る
行
政
文
書
と
し
て
明
治
三
〇
年
代
の
旧
県
の
文
書
な
ど
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
永
久
保
存
文
書
以
外
の
一
五
年
保

存
文
書
、
五
年
保
存
文
書
、
一
年
保
存
文
書
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
次
い
で
、
台
湾
総
督
府
に
お
け
る
文
書
の
分
類
法

に
つ
い
て
は
、
門
類
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
門
類
名
は
一
二
回
も
改
正
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
王
の
研
究
は
台
湾
総
督
府
文
書
の
紹
介
に
留
ま
っ
て
い
た
た
め
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
全
体
像
ま
で
は
知
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
民
党
政
府
に
よ
る
戒
厳
令
下
に
お
い
て
、
台
湾
史
の
研
究
が
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、
台
湾
総
督

府
文
書
そ
の
も
の
が
国
家
機
密
文
書
扱
い
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
非
公
開
で
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
後
、
一
般
に
公

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
台
湾
総
督
府
文
書
が
日
本
の
近
代
古
文
書
と
い
わ
れ
る
崩
し
字
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、

解
読
す
る
た
め
に
は
古
文
書
の
専
門
家
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、
研
究
が
推
進
さ
れ
な
か
っ
た
要
因
と
し

て
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
日
本
の
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
に
お
け
る
王
研
究
の
役
割
と
筆
者
が
所
属
す
る
社
会
科
学
本
研
究
所

(

以
下
、

｢

社
会
科
学
研
究
所｣

と
表
記
す
る)

に
お
い
て

『

台
湾
総
督
府
文
書
目
録』
を
発
刊
す
る
ま
で
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
、
次
い
で
、

台
湾
総
督
府
文
書
に
お
け
る
門
類
別
か
ら
見
た
台
湾
総
督
府
の
文
書
分
類
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
最
後
に
、
ま
と
め
と
し
て
今
後
の
台

2



湾
総
督
府
文
書
研
究
の
可
能
性
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
日
本
の
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
に
お
け
る
王
世
慶
の
役
割

台
湾
総
督
府
文
書
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
初
め
て
そ
の
概
要
を
記
述
し
た
も
の
は
、
昭
和
五
四

(

一
九
七
九)

年
に
雄
山
閣
か
ら
出

版
さ
れ
た

『
日
本
古
文
書
学
講
座』

第
九
巻
近
代
編
Ⅰ
の
な
か
で
、
河
村
一
夫
氏
に
よ
る

｢

台
湾
総
督
府
文
書

(

２)｣

と
い
う
三
頁
ほ
ど
に

書
か
れ
た
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
概
要
と
い
っ
て
も
、
省
文
献
委
員
会
の
王
が
著
し
た

｢

介
紹
日
拠
時
期
台
湾
総
督

府
�
案

(

３)｣

の
文
書
研
究
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。
河
村
は
、
こ
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
当
時
の
研
究
環
境
条
件
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

台
湾
総
督
府
文
書
に
つ
い
て
は
、
台
湾
省
文
献
委
員
会

(

台
中
市
南
京
路
一
〇
六
巷
干
城
辧
公
区)

編
纂
組
編

｢

台
湾
文
献｣

第

一
七
巻
第
四
期

(

中
華
民
国
五
五
年
〈
一
九
六
六
年
〉
一
二
月
、
同
委
員
会
発
行)

に
、｢

介
紹
日
拠
時
期
台
湾
総
督
府
�
案｣

と
題
し
た
詳
細
な
記
事
が
あ
る
の
で
、
そ
の
要
旨
を
左
に
記
す
こ
と
と
し
た
い
。

次
い
で
、
王
の
詳
細
な
記
事
を
基
に
し
て
、
台
湾
総
督
府
文
書
が
ど
の
よ
う
な
文
書
群
で
あ
り
、
現
在
、
省
文
献
委
員
会
が
ど
の
程

度
の
規
模
の
文
書
群
を
所
蔵
し
て
い
る
の
か
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
概
要
を
纏
め
る
と
、

一
、
台
湾
総
督
府
文
書
と
は
、｢

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂｣

と
称
し
、
明
治
二
八

(

一
八
九
四)

年
四
月
下
関
条
約
に
お
い
て
台
湾

と
澎
湖
島
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
て
か
ら
昭
和
二
〇

(

一
九
四
五)

年
一
〇
月
の
台
湾
省
成
立
ま
で
の
日
本
統
治
約
五
〇
年
六
ヶ

門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)3



月
の
計
一
三
八
五
五
冊
の
総
督
府
の
公
文
書
で
あ
る
。

二
、
当
時
の
台
湾
の
政
治
・
経
済
・
財
政
・
外
交
・
司
法
・
軍
事
・
衛
生
・
教
育
・
宗
教
・
抗
日
運
動
な
ど
の
近
代
台
湾
史
の
根
本

史
料
で
あ
る
。

三
、
当
該
史
料
は
、
最
初
二
九
門
に
分
類
さ
れ
、
数
度
の
変
更
を
経
て
最
後
に
は
一
三
門
と
な
る
。

四
、
明
治
二
八
年
か
ら
昭
和
九
年
ま
で
の
文
書
は
装
釘
製
本

(

簿
冊
化)

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
装
釘
さ
れ
て
い
な
い
。

五
、
総
督
府
開
府
当
初
は
、
中
央
集
権
主
義
を
採
り
、
地
方
の
文
書
ま
で
保
存
管
理
し
た
が
、
大
正
末
期
後
は
地
方
自
治
を
実
行
し

た
た
め
、
地
方
庁
で
保
存
管
理
さ
れ
て
い
た
。

六
、
保
存
年
限
は
、
永
久
保
存
、
一
五
年
保
存
、
一
〇
年
保
存
、
五
年
保
存
、
三
年
保
存
、
一
年
保
存
の
六
類
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

永
久
保
存
文
書
の
冊
数
は
、
明
治
二
八
年
が
五
四
簿
冊
、
明
治
四
五
年
が
一
七
七
簿
冊
、
大
正
八
年
が
九
六
簿
冊
、
大
正
一
五

年
が
四
六
簿
冊
、
昭
和
二
〇
年
が
一
四
簿
冊
で
あ
る
。

七
、
特
殊
な
文
書
と
し
て
、
土
木
局
、
糖
務
局
、
高
等
林
野
調
査
会
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
、
進
退
原
議
な
ど
の
五
種
の
文
書
が

計
六
九
九
簿
冊
あ
り
、
地
方
の
文
書
は
、
台
北
・
台
中
・
台
南
・
新
竹
・
嘉
義
・
鳳
山
・
台
東
の
各
県
の
も
の
が
あ
る
が
、
明

治
三
〇
年
代
ま
で
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。

と
、
以
上
の
七
点
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
河
村
は
、
省
文
献
委
員
会
へ
書
状
に
て
問
い
合
わ
せ
を
行
い
、
①
こ
れ
ら
の
文
書
は
時
局
に
関
係
し
な
い
も
の
は
た
い
て

い
閲
覧
を
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
総
督
府
施
政
早
期
の
も
の
が
同
委
員
会
か
ら
単
行
本

(

漢
訳)

で
刊
行
さ
れ
る
こ
と
、
な
ど
の
情

報
を
得
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
、
昭
和
期
の
台
湾
総
督
府
に
関
す
る
文
書
が
外
務
省
外
交
史
料
館
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、

4



｢

台
湾
議
会
設
置
請
願
ニ
対
ス
ル
政
府
意
見
決
定
ニ
関
ス
ル
件｣

(

外
交
史
料
館
所
蔵)

の
決
裁
文
書
の
画
像
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
古
文
書
学
講
座
に
お
い
て
、｢

台
湾
総
督
府
文
書｣

を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
河
村
が
参
考
文
献
と
し
て
利
用
し
た
の
は
、『

日

本
植
民
地
史』

三
台
湾
・
南
洋
群
島

(

４)

、『

現
代
史
資
料』

台
湾

(

５)

、『

日
本
統
治
下
の
台
湾
―
抵
抗
と
弾
圧
―

(

６)』

、『

台
湾
治
績
志

(

７)』

、『

台
湾

総
督
府
警
察
沿
革
誌

(

８)』

、『

外
地
法
制
誌』

第
三
部

(

９)

で
あ
る
。
し
か
し
、
参
考
と
し
た
こ
れ
ら
の
六
冊
は
、
二
次
資
料
ま
た
は
論
文
で
、

一
次
資
料
を
使
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
河
村
は
、
省
文
献
委
員
会
へ
書
面
に
て
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
て
お
り
、
閲

覧
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
総
督
府
文
書
を
閲
覧
す
る
た
め
に
省
文
献
委
員
会
へ
足
を
運
ぶ
こ
と

は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
王
の
記
事
を
詳
細
に
見
た
わ
け
で
も
な
く
、
そ
の
記
事
の
一
頁
か
ら
二
頁
と
二
五
頁
か
ら
二
六
頁
の

概
要
お
よ
び
分
類
表
の
み
を
利
用
し
て
執
筆
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
紹
介
に
留
ま
り
、
文
書
研
究
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
日
本
に
お
い
て
、
台
湾
総
督
府
文
書
を
研
究
対
象
と
し
て
本
格
的
に
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
社
会
科
学
研
究
所

が
、
省
文
献
委
員
会
が
所
蔵
す
る｢

台
湾
総
督
府
文
書｣

の
な
か
で
、
最
も
重
要
な
文
書
で
あ
る｢

台
湾
総
督
府
永
久
保
存
公
文
類
纂｣

の
調
査
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
格
的
研
究
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昭
和
五
六

(
一
九
八
一)

年
か
ら
で
あ
り
、
社
会
科
学
研
究
所
の
檜
山
幸
夫
氏
を
中
心
と

す
る
調
査
団
が
、
日
本
の
台
湾
統
治
と
台
湾
総
督
府
文
書
に
関
す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
翌
五
七

(

一
九
八
二)

年
か

ら
そ
の
一
環
と
し
て
原
文
書
で
あ
る
台
湾
総
督
府
文
書
を
収
集
す
る
た
め
に
、
台
中
市
黎
明
新
村
の
台
湾
省
政
府
合
同
庁
舎
に
移
転
し

た
省
文
献
委
員
会
で
の
調
査
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
、
台
湾
総
督
府
文
書
に
学
術
的
研
究
の
光
が
あ
て
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
次
い
で
、
同
研
究
所
と
当
時
の
省
文
献
委
員
会
と
の

｢

学
術
交
流
協
定｣
に
基
づ
き
台
湾
総
督
府
文
書
の
目
録
編
纂
事
業
を
進
め

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
一
〇
年
余
に
お
よ
ぶ
台
湾
で
の
調
査
と
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た

門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)5



結
果
、
平
成
五

(

一
九
九
三)

年
に

『

台
湾
総
督
府
文
書
目
録

(

�)』

第
一
巻
が
刊
行
さ
れ
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
一
般
に
台
湾
総
督
府
文
書

と
い
う
文
書
史
料
群
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
目
録
刊
行
に
よ
り
台
湾
総
督
府
文
書
の
研
究
は
飛
躍
的
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
特
に
、
こ
の

『

台
湾
総
督
府
文
書
目
録』

第
一
巻
に
掲
載
さ
れ
た
檜
山
の

｢

台
湾
総
督
府
文
書
と
目
録
編
纂
に
つ
い
て

(

�)｣

に
よ
り
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
概
要
と
現
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

二
、
台
湾
総
督
府
文
書
に
お
け
る
門
類
別
研
究

王
に
よ
る
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
と
は
、
第
一
が
台
湾
総
督
府
文
書
の
現
存
状
態
に
つ
い
て
、
第
二
が
台
湾
総
督
府
が
文
書
を
分
類

整
理
し
保
存
管
理
す
る
た
め
に
定
め
た
門
類
別
分
類
の
研
究
で
あ
る
。
こ
の
門
類
別
分
類
の
規
程
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
八
年
の
台
湾

総
督
府
民
政
局
記
録
規
則

(

�)

(

以
下
、｢
記
録
規
則｣

と
表
記
す
る)

お
よ
び
台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
分
類
規
則

(

�)

(

以
下
、｢

記
録
分
類

規
則｣

と
表
記
す
る)

に
よ
り
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
録
規
則
お
よ
び
記
録
分
類
規
則
に
お
い
て
、
台
湾
総
督
府
の
文
書
を

分
類
し
整
理
す
る
こ
と
と
、
保
存
し
管
理
す
る
こ
と
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
記
録
規
則
第
二
条
に
お
い
て
、｢

記
録
掛
ハ
文
書

ヲ
適
当
ニ
検
別
編
次
シ
テ
之
ヲ
保
管
シ
兼
テ
参
考
上
必
要
ナ
ル
法
令
ヲ
編
纂
シ
テ
事
務
ニ
便
ス
ル
ノ
責
務
ヲ
有
ス｣

と
あ
る
よ
う
に
、

｢

検
別
編
次｣

す
る
た
め
の
分
類
別
が
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
第
四
条
の

｢

保
存
文
書
ニ
ハ
更
ニ
其
文
書
ノ
番
号
及
件
名
ヲ
類
別
目
録

ニ
登
録
ス
ヘ
シ｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
類
別
を
施
し
た
類
別
目
録
を
も
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
分
類
別
は
、
記
録
分

類
規
則
第
一
条
に

｢

民
政
局
記
録
文
書
ハ
大
別
シ
テ
二
十
九
門
ト
シ
門
ヲ
分
チ
テ
部
ト
シ
部
ヲ
分
チ
テ
類
ト
シ
文
書
ハ
凡
テ
各
類
ニ
依

リ
編
次
ス
其
類
別
ハ
別
表
定
ム
ル
所
ニ
依
ル｣

と
大
別
し
て
二
九
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
類
別
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
別
表
と
し
て
、
門
類
別
が
記
さ
れ
た
分
類
表
が
付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
分
類
表
と
は
、
所
謂

｢

文
書
編
纂
類
別
表｣

(

以
下
、

｢

類
別
表｣

と
表
記
す
る)

で
あ
り
、
台
湾
総
督
府
の
文
書
課
に
よ
り
文
書
が
編
纂
さ
れ
る
際
の
分
類
作
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

6



た
と
い
う
文
書
課
の
職
員
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
が
、
王
は

｢

介
紹
日
拠
時
機
台
湾
総
督
府
�
案｣

を
執
筆
す
る
際
に
果
た
し
て
こ
の
類
別
表
を
用
い
て
纏
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
実
は
、
文
書
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
と
、
こ
の
規
程
を
基
に
分
類
し
た
と
す
る
な
ら

ば
、
容
易
に
こ
の
よ
う
な
記
述
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
王
は
規
程
に
添
付
さ
れ
て
い
た
類
別
表
を

利
用
し
た
の
で
は
な
く
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
説
明
書

(

�)

お
よ
び
省
文
献
委
員
会
に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
い
た
分
類
板
に
貼
ら
れ
て
い
た

類
別
表
に
よ
り
纏
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
明
治
二
八
年
の

｢

記
録
分
類
規
則｣

に
付
さ
れ
た
類
別
表

に
は
、
赤
色
で
修
正
さ
れ
た
箇
所
が
七
箇
所
あ
る
こ
と
か
ら
、
完
成
版
と
は
い
え
な
い
こ
と
と
、
類
別
表
に
記
さ
れ
た
門
類
の
追
加
ま

た
は
削
除
の
際
に
は
、
門
類
の
一
部
改
正
と
し
て
稟
議
案
件
と
な
っ
て
い
る
が
、
稟
申
の
際
に
は
類
別
表
は
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
付
さ
れ
て
い
た
文
書
は
下
記
の
六
点
だ
け
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
、｢

台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣

明
治
二
八
年

(

�)

二
、｢

台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣

明
治
二
九
年

(

�)

三
、｢

記
録
分
類
規
則
・
記
録
規
則
ヲ
廃
シ
文
書
保
存
規
則
ヲ
定
ム
ル
ノ
件｣

明
治
三
八
年

(

�)

四
、｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

大
正
八
年

(

�)

五
、｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

大
正
九
年

(

�)

六
、｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

大
正
一
二
年

(

�)

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
王
が
作
成
し
た
類
別
表
は
、
台
湾
総
督
府
文
書
に
綴
ら
れ
た
文
書
の
内
容
か
ら
分
析
し

門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)7



た
も
の
で
は
な
く
、
省
文
献
委
員
会
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
類
別
表
が
貼
ら
れ
た
分
類
板
を
利
用
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
こ
で
所
蔵
さ�

れ�

て�

い�

た�

と
し
た
の
は
、
こ
の
分
類
板
は
現
在
の
台
湾
文
献
館
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う

一
つ
の
課
題
が
残
る
。
こ
の
分
類
板
に
つ
い
て
張
谷
源
氏
が

｢

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
分
類
板
簡
介

(

�)｣

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
点
で
あ
る
。
張
の
調
査
に
よ
る
と
、｢

第
一
三
期
の
年
代
不
明
の
こ
の
分
類
板
は
、
時
期
の
記
載
部
分
の
破
損
が
激
し
く
判
読
で

き
な
い
が
、
そ
の
分
類
内
容
と
昭
和
一
七
年
〜
同
一
八
年
の
分
類
板
の
内
容
と
異
な
っ
た
部
分
が
あ
る
。
そ
の
上
、
板
の
後
ろ
に
は

『

訓
令
第
一
七
〇
号

昭
和
一
七

年
一
二
月
二
七
日

外
事
部
事
務

分
掌
規
程
改
正

(

�)』
(

写
真
１
・
２)

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和
一

七
年
〜
同
一
八
年
及
び
同
一
九
年

の
分
類
板
と
推
定
で
き
る｣

と
い

う
。
写
真
を
見
る
か
ぎ
り
に
お
い

て
、
最
後
の
第
一
三
期
の
分
類
板

に
つ
い
て
は
、
破
損
が
非
常
に
激

し
く
、
年
代
が
確
定
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
一
三
に
分
け
ら
れ
る
も

の
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、

ま
た
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
中
に
、

8

写真 1 年代不明表

写真 2 年代不明裏



分
類
表
の
改
正
に
つ
い
て
の
文
書
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
と
そ
の
分
類
板
は
現
存
し
て
い
な
い
た
め

(

�)

、
検
証
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
。こ

れ
ら
の
分
類
板
は
、
現
存
し
て
い
な
い
が
、
写
真
撮
影
さ
れ
て
い
た
た
め
そ
の
写
真
版
と
王
が
作
成
し
た
分
類
表
か
ら
分
析
し
て

み
た
い
。
そ
こ
で
、
王
が
作
成
し
た
分
類
表
に
、
明
治
二
八
年
か
ら
昭
和
一
九
年
の
最
後
の
改
正
ま
で
の
記
録
分
類
に
つ
い
て
部
分
的

に
改
正
さ
れ
た
も
の
も
す
べ
て
含
め
て
作
り
直
し
て
み
る
と
、
第
一
表
の
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表
と
な
る
。

門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)9

第
一
表

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

一)

自
明
治
二
八
年
九
月
一
日
至
明
治
二
九
年
九
月

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

皇
室

一

総
規
、
雑
載

二

礼
典

一

総
規
、
雑
載

三

国
際

一

総
規
、
雑
載

四

官
職

一

総
規

二

文
官
試
験

三

本
局
吏
員
進
退

(

進
退
即
任
免)

四

地
方
吏
員
進
退

五

願
届
伺

(
｢

願｣

即
申
請
書
、

｢

届｣
即
申
報
、｢

伺｣

即
答
呈)

六

履
歴
職
員
、
雑
載

五

褒
賞

一

総
規

二

褒
賞
申
請

三

救
恤
、
雑
載
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六

港
市

一

総
規
、
雑
載

七

税
関
及
輸
出
入

一

総
規

二

無
検
査
無
税
通
関

三

雑
税
輸
出
入

四

密
輸
出
入

(

即
走
私)

五

輸
出
入
禁
止

六

通
関
陸
上
運
輸
差
留
、
雑
載

(｢

陸
上｣

即
起
貨
、
又

称

｢

陸
揚｣

、｢

差
留｣

即
禁
止)

八

租
税

一

総
規

二

地
税
及
地
方
雑
税

三

輸
出
入
税

四

手
数
料
、
雑
載

(

即
手
続
費)

九

土
地
及
家
宅

一

総
規

二

墓
地
附
埋
葬

三

地
所
貸
借
及
売
買

四

地
券
及
家
券

五

家
屋
貸
借
及
売
買
、
雑
載

一
〇

戸
籍
及
人
事

一

総
規

二

戸
籍

三

婚
嫁
出
産
死
亡

四

困
難
民
救
助
、
雑
載

一
一

偏
傭
及
移
住

一

総
規

二

移
住

三

海
員
、
雑
載

一
二

旅
行
及
僑
居

一

総
規
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二

海
外
旅
行
附
旅
券

(｢

旅
券｣

即
護
照)

三

内
地
旅
行
、
雑
載

一
三

逓
信

一

総
規

二

郵
便
電
信
附
電
話

三

郵
船

四

鉄
道
、
雑
載

一
四

船
艦
及
航
海

一

総
規

二

外
国
航
行

三

航
漕

四

難
破
船
漂
流
附
漂
民

五

灯
台
灯
船
竿
灯
及
浮
標
、
雑
載

一
五

貨
幣
及
度
量
衡

一

総
規

二

度
量
衡

三

金
銀
銅
貨

四

紙
幣
及
造
幣
、
雑
載

一
六

土
木
及
工
事

一

総
規

二

道
路
橋
梁

三

隧
道
及
水
道
、
雑
載

一

総
規

二

農
産
物

三

鉱
物
及
山
林

四

水
産
物

五

器
械

六

製
造
品

七

銀
行
及
会
社

八

商
標
専
売

一
七

農
工
商

九

沿
海
貿
易
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一
〇

雑
貨
、
雑
載

一
八

宗
教

一

総
規
、
雑
載

一
九

学
術
及
教
育

一

総
規

二

物
品
交
換

三

学
校

四

天
文
地
理
、
雑
載

二
〇

文
書
及
図
書

一

総
規

二

版
権
出
版

三

寄
贈

四

交
換
及
購
入

五

官
報
及
新
聞
雑
誌

六

統
計

七

貸
借

八

図
書
目
録
、
雑
載

二
一

衛
生
及
薬
剤

一

総
規

二

阿
片

(

即
鴉
片)

三

病
院

四

売
薬

五

伝
染
病
及
種
痘

六

薬
剤
、
雑
載

一

総
規

二

軍
用
電
信

三

外
艦
乗
組

(｢

乗
組｣
即
搭
乗)

四

砲
兵
及
兵
器

五

兵
隊
兵
営

六

軍
港

二
二

陸
海
軍

七

練
兵
行
軍
及
演
習
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八

食
糧

九

倉
庫
、
雑
載

二
三

戦
門
及
暴
動

一

総
規

二

暴
動

三

従
軍
及
征
討

四

戦
争

五

戦
地
視
察
、
雑
載

二
四

司
法
及
警
察

一

総
規

二

阿
片
売
買
及
犯
禁

三

売
淫
附
醜
体
図
画

四

侮
辱
罰
金
及
拘
留

五

捕
縛
拘
引

六

贋
造
変
造

七

外
国
人
取
扱

(｢

取
扱｣

即
管
理)

八

違
警

九

遺
失

一
〇

銃
猟

一
一

銃
砲
弾
薬
取
締

一
二

監
獄

一
三

殴
打
門
争
暴
行
掠
奪
及
殺
傷

一
四

詐
偽
賭
博
及
盗
難
、
雑
載

二
五

訴
願
建
白

一

総
規

二

訴
願
及
請
願

三

建
白
意
見

一

総
規

二
六

帝
国
議
会

二

某
回
帝
国
議
会
書
類
、
雑
載

(

与
法
律
案
、
予
算
案

直
接
有
関
之
書
類
則
編
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於
各
該
案)

二
七

会
計

一

総
規

二

歳
計
予
算

三

歳
計
決
算

四

収
入
及
支
出

五

諸
給
与

六

物
品
会
計

七

簿
記
、
雑
載

二
八

簿
書

一

総
規

二

諸
帳
簿
目
録

三

局
課
公
文
受
付
簿
、
雑
載

二
九

雑

一

総
規

二

願
届

三

天
災

四

各
官
庁
報
告
及
雑
報
、
雑
載

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(
二)

自
明
治
二
九
年
九
月
至
明
治
三
〇
年

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

皇
室
儀
典

一

勅
語
令
旨

二

祝
祭
慶
弔

三

雑

一

官
制

二

行
政
区
域

三

処
務
規
程

二

官
規
官
職

四

進
退



門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)15

五

敍
位

六

敍
勲

七

服
制

八

徽
章

九

服
務

一
〇

懲
戒

一
一

委
任

一
二

会
議

一
三

出
張

(

即
出
差)

一
四

履
歴

一
五

願
伺
届

一
六

官
衙

一
七

定
員

一
八

雑

三

恩
賞

一

褒
賞

二

恩
給
遺
族
扶
助

三

退
官
及
死
亡
賜
金

四

救
恤

五

雑

四

文
書

一

公
文
規
程

二

印
章

三

印
刷

四

統
計
報
告

五

図
書

六

官
報
及
新
聞
雑
誌

七

建
白
及
請
願

八

雑
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一

国
際

五

外
交

二

領
事
館

三

居
留
地

四

外
国
人
取
扱

五

通
商

六

海
外
旅
行

七

内
地
旅
行

八

移
民

九

雑

六

衛
生

一

病
院

二

公
医

三

医
師
薬
剤
師

四

産
婆

(

即
助
産
士)

五

伝
染
病

六

風
土
病

七

種
痘

八

検
疫
消
毒

九

薬
種
商

一
〇

阿
片

一
一

獣
疫

一
二

飲
食
物

一
三

清
潔

一
四

墓
地
管
理
埋
葬

一
五

雑

一

官
有
地

二

民
有
地

七

土
地
家
屋

三

公
園
地



門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)17

四

社
寺
地

五

墓
地

六

塩
田
及
養
魚
池

七

収
用
及
登
記

八

貸
借
及
売
買

九

雑

八

戸
籍
人
事

一

戸
籍

二

戸
数
及
人
口

三

雑

九

社
寺

一

神
社
仏
閣

二

信
教

三

教
会
堂

四

墓
碑

五

雑

一
〇

軍
事

一

徴
兵

二

軍
艦
及
軍
港

三

軍
隊
及
憲
兵

四

兵
器

五

徴
発
戦
門
及
暴
動

六

雑

一

警
察
署

二

監
獄
署

三

刊
行
物

四

違
警
罪

五

赦
免

六

天
災
火
災

一
一

警
察
監
獄

七

危
険
物
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八

興
業
及
営
業

(｢

興
業｣

即
演
戯
及
其

他
表
演
等
業)

九

遺
失
埋
蔵

一
〇

難
破
船

一
一

行
旅
病
人

一
二

暴
行
殺
傷

一
三

銃
猟

一
四

警
備

一
五

贋
造
変
造

一
六

雑

一
二

殖
産

一

農
業

二

山
林
原
野

三

撫
墾

四

樟
脳

五

砂
糖

六

茶

七

鉱
業

八

工
業
及
製
造

九

漁
猟
採
藻

一
〇

商
業

一
一

銀
行
会
社

一
二

度
量
衡

一
三

博
覧
会

一
四

雑

一

地
租

二

樟
脳
税

一
三

租
税

三

砂
糖
税



門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)19

四

茶
税

五

登
記
税

六

海
関
税

七

官
租

八

備
荒
貯
蓄

九

公
田

一
〇

諸
収
入

一
一

雑

一
四

税
関
及
輸
出
入

一

無
検
査
無
税
通
関

二

無
税
輸
出
入

三

密
輸
出
入

四

輸
出
入
禁
止

五

臨
時
開
関

六

通
関
陸
揚
、
運
輸
差
留

七

雑

一
五

会
計

一

予
算

二

決
算

三

収
入

四

支
出

五

給
与

六

物
品
会
計

七

検
査

八

建
築
及
修
繕

九

出
納
官
吏

一
〇

換
銀

一
一

雑

一
六

司
法

一

民
事
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二

刑
事

三

雑

一
七

教
育
学
術

一

学
制

二

学
校

三

教
科
書

四

教
員
生
徒

五

学
芸

六

雑

一
八

交
通

一

郵
便

二

電
信

三

鉄
道

四

船
舶

五

車
馬

六

通
運

七

航
路
標
識

八

観
象

九

海
事
会
社

一
〇

雑

一
九

土
木
工
事

一

道
路
橋
梁

二

堤
防

三

埋
立

(

即
�
築)

四

水
道
下
水

五

河
川
港
湾

六

測
量

七

雑
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台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

三)

自
明
治
三
一
年
至
明
治
三
七
年

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

皇
室
儀
典

一

勅
語
令
旨

二

祝
祭
慶
弔

三

雑

二

官
規
官
職

一

官
制

二

行
政
区
域

三

処
務
規
程

四

進
退

五

位
記
勲
章

六

検
定
試
験

七

服
制
徽
章

八

服
務

九

懲
戒

一
〇

委
任

一
一

会
議

一
二

出
張

一
三

履
歴

一
四

願
伺
届

一
五

官
衙

一
六

定
員

一
七

代
理

一
八

賜
暇

一
九

雑

一

褒
賞

三

恩
賞

二

恩
給
扶
助
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三

退
官
及
死
亡
賜
金

四

救
恤

五

雑

四

文
書

一

公
文
規
程

二

印
章

三

印
刷

四

統
計

五

報
告

六

図
書

七

官
報
新
聞
雑
誌

八

建
白
請
願

九

廃
棄
目
録

一
〇

�
簿

一
一

雑

五

外
交

一

国
際

二

領
事
館

三

居
留
地

四

外
国
人
取
扱

五

通
商

六

旅
券

七

移
民

八

雑

一

病
院

二

公
医

三

医
師
薬
剤
師
産
婆

四

伝
染
病
、
風
土
病

六

衛
生

五

中
毒



門類別分類から見た台湾総督府文書研究 (東山)23

六

種
痘

七

検
疫
消
毒

八

薬
種

九

阿
片

一
〇

分
析

一
一

飲
食
物

一
二

清
潔

一
三

墓
地
管
理
埋
葬

一
四

雑

七

土
地
家
屋

一

官
有

二

民
有

三

公
園

四

社
寺
地

五

墓
地

六

塩
田
、
養
魚
池

七

収
入
登
記

八

貸
借
売
買
交
換

九

市
街

一
〇

敷
地

(
即
地
基)

一
一

雑

八

戸
籍
人
事

一

戸
籍

二

戸
数
人
口

三

身
元
取
調

(

即
身
�
調
査)

四

雑

一

神
社
仏
閣

二

信
教

九

社
寺

三

教
会
堂
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四

墓
碑

五

雑

一
〇

軍
事

一

徴
兵

二

軍
艦
軍
港

三

軍
隊
憲
兵

四

兵
器

五

徴
発

六

戦
門
暴
動

七

水
雷

八

雑

一

警
察
署

二

監
獄

三

刊
行
物

四

違
警
罪

五

赦
免
及
仮
出
獄

六

危
険
物

七

興
業
及
営
業

八

遺
失
及
埋
蔵

九

難
破
船
漂
流
物

一
〇

天
災
地
変
火
災

一
一

行
旅
病
人

一
二

暴
行
殺
傷

一
三

銃
猟

一
四

警
備

一
五

土
匪

一
六

強
窃
盗

一
一

警
察
監
獄

一
七

破
獄
逃
走
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一
八

監
守
盗

一
九

変
死

二
〇

蕃
害

二
一

雑

一
二

殖
産

一

農
業

二

山
林
原
野

三

撫
墾

四

樟
脳

五

砂
糖

六

茶

七

鉱
業

八

工
業
及
製
造

九

水
産

一
〇

商
業

一
一

銀
行
会
社

一
二

貨
幣
及
度
量
衡

一
三

博
覧
会

一
四

塩
業

一
五

種
苗

一
六

市
場

一
七

獣
医
獣
疫

一
八

雑

一

地
租

二

樟
脳
税

三

砂
糖
税

四

茶
税

一
三

租
税

五

登
記
税
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六

海
関
税

七

官
租

八

備
荒
貯
蓄

九

公
田

一
〇

諸
収
入

一
一

地
方
税

一
二

滞
納

一
三

雑

一
四

税
関
及
輸
出
入

一

無
検
査
無
税
通
関

二

無
税
輸
出
入

三

密
輸
出
入

四

輸
出
入
禁
止

五

臨
時
開
関

六

通
関
陸
揚
運
輸
差
止

七

雑

一
五

会
計

一

予
算

二

決
算

三

収
入

四

支
出

五

給
与

六

物
品
会
計

七

検
査

八

建
築
修
繕

九

出
納
官
吏

一
〇

金
融

一
一

監
守
証

一
二

雑
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一

民
事

一
六

司
法

二

刑
事

三

死
刑

四

代
弁

五

雑

一
七

教
育
学
術

一

学
制

二

学
校

三

教
科
書

四

教
員
生
徒

五

学
芸

六

雑

一
八

交
通

一

郵
便

二

小
包
為
替
貯
金

(｢

小
包｣

即
包
裏

｢

為

替｣

即
匯
兌)

三

集
配
逓
送

四

電
信

五

電
話

六

工
夫

(

即
路
工)

七

鉄
道

八

船
舶
海
員

九

車
馬

一
〇

通
運

一
一

航
路
標
識

一
二

観
象

一
三

海
事
会
社

一
四

雑

一
九

土
木
工
事

一

道
路
橋
梁
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二

堤
防

三

埋
立

(

即
�
築)

四

水
道
下
水

五

河
川
港
湾

六

測
量

七

�
�

八

雑

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

四)

自
明
治
三
八
年
至
明
治
四
一
年

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

秘
書

一

勅
語
及
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

五

服
務

六

位
勲
、
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

二

文
書

一

統
計
報
告

二

文
書
及
図
書

三

雑

一

高
等
警
察

三

警
察

二

司
法
警
察
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三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

人
事

六

退
隠
料
扶
助
料

七

公
衆
衛
生

八

伝
染
病
地
方
病

九

医
師
薬
剤
師
及
産
婆

一
〇

病
院
医
学
院

一
一

阿
片

一
二

雑

四

外
事

一

外
交

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

(

即
我
大
陸
�
粤
二
省)

四

雑

五

地
方

一

地
方
行
政

五
門
六
類

｢

水
利｣

を
削
除
し
、

以
下
は
繰
上
げ

(

�)

。

二

地
方
経
済

三

兵
事

四

戸
籍

五

地
理
及
土
地
建
物

六

水
利

七

社
寺

八

救
恤

九

雑

一

民
事

二

刑
事

三

商
事

六

司
法

四

非
訟
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五

恩
赦

六

監
獄

七

退
隠
料
扶
助
料

八

雑

七

教
育

一

学
制

二

学
校
及
教
員
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

五

退
隠
料
扶
助
料

六

雑

八

財
務

一

国
税

八
門
一
四
類
に

｢

地
図｣

を
明
治

三
九
年
三
月
二
七
日
に
追
加

(

�)

。

二

地
方
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算

六

決
算

七

収
入

八

支
出

九

給
与

一
〇

官
有
財
産

一
一

物
品
会
計

一
二

検
査

一
三

出
納
官
吏

一
四

地
図

一
五

雑

一

郵
便

九

通
信

二

為
替
貯
金
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三

電
信
電
話

四

電
気
事
業

五

鉄
道

六

陸
海
事
業

七

船
舶
海
員

八

航
海
補
助

九

灯
台
標
識

一
〇

気
象

一
一

会
計
調
度

一
二

雑

一
〇

殖
産

一

農
業

二

商
工
業

三

水
産

四

鉱
業

五

林
業

六

拓
殖

七

畜
産

八

博
覧
会

九

度
量
衡

一
〇

雑

一
一

土
木

一

道
路
橋
梁

一
一
門
四
類

｢

�
�
工
事｣

を
削

除
し
、
以
下
繰
上
げ

(

�)

。

二

河
川
港
湾

三

上
水
、
下
水

四

�
�
工
事

五

灯
台
標
識
工
事

六

営
繕

七

雑
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一
二

戸
口
調
査

一

戸
口
調
査

一
二
門
は
、
明
治
三
八
年
六
月
二

九
日
に
追
加

(

�)

。

一
三

戒
厳

一

台
湾
全
島
戒
厳

二

澎
湖
島
戒
厳

一
三
門
は
、
明
治
三
八
年
六
月
二

九
日
に
追
加

(

�)

。

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

五)

自
明
治
四
二
年
一
月
九
日
至
大
正
八
年
七
月
一
九
日

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

秘
書

一

勅
語
及
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

五

服
務

六

位
勲
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

二

文
書
及
統
計

一

統
計
報
告

二
門

｢

文
書｣

を

｢

文
書
及
図
書｣

へ
名
称
改
正

(

�)

。

二

文
書
及
図
書

三

雑

一

高
等
警
察

二

司
法
警
察

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

人
事

三

警
察

六

退
隠
料
扶
助
料

三
門
一
一
類
の
次
に
一
二
類

｢

兵

器｣

を
追
加
、｢

雑｣

を
繰
下
げ

(

�)

。
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七

公
衆
衛
生

八

伝
染
病
地
方
病

九

医
師
薬
剤
師
産
婆

一
〇

病
院
医
学
校

一
一

阿
片

一
二

兵
器

一
三

雑

四

外
事

一

外
交

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

四

雑

五

地
方

一

地
方
行
政

五
門
四
類

｢

戸
籍｣

を
削
除
、
以

下
繰
上
げ

(

�)

。

二

地
方
経
済

三

兵
事

四

地
理
及
土
地
建
物

五

社
寺

六

救
恤

七

雑

六

司
法

一

民
事

二

刑
事

三

商
事

四

非
訟

五

恩
赦

六

監
獄

七

退
隠
料
扶
助
料

八

雑

七

教
育

一

学
制



34

二

学
校
及
教
員
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

五

退
隠
料
扶
助
料

六

雑

八

財
務

一

国
税

八
門
の
一
四
類
の
次
に
一
五
類

｢

土
地｣

、
一
六
類

｢

学
租｣

を
追

加
、｢

雑｣

を
繰
下
げ

(

�)

。

二

地
方
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算

六

決
算

七

収
入

八

支
出

九

給
与

一
〇

官
有
財
産

一
一

物
品
会
計

一
二

検
査

一
三

出
納
官
吏

一
四

地
図

一
五

土
地

一
六

学
租

一
七

雑

一

郵
便

二

為
替
貯
金

三

電
信
電
話

四

電
気
事
業

九

通
信

五

鉄
道

九
門
一
一
類
の
次
に

｢

人
事｣

を

追
加
し
、｢

雑｣

を
繰
下
げ

(

�)

。
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六

陸
運
事
業

七

船
舶
海
員

八

航
海
補
助

九

灯
台
標
識

一
〇

気
象

一
一

会
計
調
度

一
二

人
事

一
三

雑

一
〇

殖
産

一

農
業

一
〇
門
一
〇
類

｢

糖
業｣

を
追
加

し
、
以
下
を
繰
下
げ

(

�)

。

二

商
工
業

三

水
産

四

鉱
業

五

林
業

六

拓
殖

七

畜
産

八

博
覧
会

九

度
量
衡

一
〇

糖
業

一
一

雑

一
一

土
木

一

道
路
橋
梁

一
二
門

｢

戸
口
調
査｣

と
一
三
門

｢

戒
厳｣

を
削
除
し

(

�)

、
一
二
門

｢

戸

口
調
査｣

一
類

｢

戸
口
調
査｣

を

新
設

(

�)

。

二

河
川
港
湾

三

上
水
下
水

四

灯
台
標
識
工
事

五

営
繕

六

雑

一
二

戸
口
調
査

一

戸
口
調
査
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台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

六)

自
大
正
八
年
七
月
二
〇
日
至
大
正
九
年
六
月

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

秘
書

一

勅
語
及
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

五

服
務

六

位
勲
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

二

文
書
及
統
計

一

統
計
報
告

二

文
書
及
図
書

三

雑

一

高
等
警
察

二

司
法
警
察

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

人
事

六

退
隠
料
、
扶
助
料

七

公
衆
衛
生

八

伝
染
病
、
地
方
病

九

医
師
薬
剤
師
産
婆

一
〇

病
院

三

警
察

一
一

阿
片

三
門
一
〇
類

｢

病
院
、
医
学
校｣

の
医
学
校
を
削
除
。
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一
二

兵
器

一
三

雑

四

外
事

一

外
交

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

四

雑

五

地
方

一

地
方
行
政

五
門
六
類

｢

救
恤｣

の
次
に
七
類

｢

年
期
貸
下
及
開
墾｣

、
八
類

｢

保

管
林｣

、
九
類

｢

�
�
行
政｣

を
追

加
し
、
七
類

｢

雑｣

を
繰
下
げ

(

�)

。

二

地
方
経
済

三

兵
事

四

地
理
及
土
地
建
物

五

社
寺

六

救
恤

七

年
期
貸
下
及
開
墾

八

保
管
林

九

�
�
行
政

一
〇

雑

六

司
法

一

民
事

二

刑
事

三

商
事

四

非
訟

五

恩
赦

六

監
獄

七

退
隠
料
、
扶
助
料

八

雑

一

学
制

二

学
校
教
員
生
徒

七

教
育

三

教
員
検
定
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四

図
書

五

退
隠
料
、
扶
助
料

六

雑

八

財
務

一

国
税

二

地
方
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算

六

決
算

七

収
入

八

支
出

九

給
与

一
〇

官
有
財
産

一
一

物
品
会
計

一
二

検
査

一
三

出
納
官
吏

一
四

地
図

一
五

土
地

一
六

学
租

一
七

雑

一

郵
便

二

為
替
貯
金

三

電
信
電
話

四

陸
運
事
業

五

船
舶
海
員

六

航
海
補
助

九

通
信

七

灯
台
標
識

九
門
四
類

｢

電
気
事
業｣

、
五
類

｢

鉄
道｣

を
削
除
、
六
類

｢

陸
運
事

業｣

以
下
す
べ
て
の
類
を
繰
上
げ

(

�)

。
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八

気
象

九

会
計
調
度

一
〇

人
事

一
一

雑

一
〇

殖
産

一

農
業

一
〇
門
五
類

｢

林
業｣

、
六
類

｢

拓

殖｣

、
八
類｢

博
覧
会｣

を
削
除
し
、

七
類

｢

畜
産｣

以
下
す
べ
て
の
類

を
繰
上
げ

(

�)

。

二

商
工
業

三

水
産

四

鉱
業

五

畜
産

六

度
量
衡

七

雑

一
一

土
木

一

道
路
橋
梁

一
一
門
七
類
に

｢

電
気
並
瓦
斯
ノ

監
督｣

を
追
加
し
、
八
類

｢

雑｣

を
繰
下
げ

(

�)

。

二

河
川
港
湾

三

上
水
下
水

四

�
�
工
事

五

灯
台
標
識
工
事

六

営
繕

七

電
気
並
瓦
斯
之
監
督

八

雑

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

七)

自
大
正
九
年
七
月
至
大
正
一
二
年

(

�)

門

門

名

類

類

名

註(
王
世
慶)

改
正
内
容

一

勅
語
及
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

一

秘
書

四

辞
令
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五

服
務

六

位
勲
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

二

文
書
及
統
計

一

統
計
報
告

二

文
書
及
図
書

三

雑

三

警
察

一

高
等
警
察

二

司
法
警
察

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

人
事

六

退
隠
料
、
扶
助
料

七

公
衆
衛
生

八

伝
染
病
、
地
方
病

九

医
師
薬
剤
師
産
婆

一
〇

病
院

一
一

阿
片

一
二

兵
器

一
三

雑

四

外
事

一

外
交

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

四

雑

五

地
方

一

地
方
行
政
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二

地
方
経
済

三

兵
事

四

地
理
及
土
地
建
物

五

社
寺

六

救
恤

七

年
期
貸
下
及
開
墾

八

保
管
林

九

�
�
行
政

一
〇

雑

六

司
法

一

民
事

二

刑
事

三

商
事

四

非
訟

五

恩
赦

六

監
獄

七

退
隠
料
、
扶
助
料

八

雑

七

教
育

一

学
制

二

学
校
教
員
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

五

退
隠
料
、
扶
助
料

六

雑

一

国
税

二

州
税

三

金
融

八

財
務

四

輸
出
入



42

五

予
算

六

決
算

七

収
入

八

支
出

九

給
与

一
〇

官
有
財
産

一
一

物
品
会
計

一
二

検
査

一
三

出
納
官
吏

一
四

地
図

一
五

土
地

一
六

学
租

一
七

雑

九

通
信

一

郵
便

二

為
替
貯
金

三

電
信
電
話

四

陸
運
事
業

五

船
舶
海
員

六

航
海
補
助

七

灯
台
標
識

八

気
象

九

会
計
調
度

一
〇

人
事

一
一

雑

一

農
業

二

商
工
業

一
〇

殖
産

三

水
産

一
〇
門
六
類

｢

度
量
衡｣

の
次
に

七
類

｢

林
業｣

を
追
加
し
、
七
類
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四

鉱
業

｢

雑｣

を
繰
下
げ

(

�)

。

五

畜
産

六

度
量
衡

七

林
業

八

雑

一
一

土
木

一

道
路
橋
梁

二

河
川
港
湾

三

上
水
下
水

四

�
�
工
事

五

灯
台
標
識
工
事

六

営
繕

七

電
気
並
瓦
斯
之
監
督

八

雑

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

八)

自
大
正
一
三
年
一
月
至
大
正
一
三
年
一
二
月

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

勅
語
及
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

五

服
務

六

位
勲
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

一

秘
書

九

儀
式
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一
〇

雑

二

文
書
及
統
計

一

統
計
報
告

二

文
書
及
図
書

三

雑

三

警
察

一

高
等
警
察

三
門
六
類

｢

退
隠
料
扶
助
料｣

を

削
除
し
、
以
下
す
べ
て
の
類
を
繰

上
げ

(

�)

。

二

司
法
警
察

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

人
事

六

公
衆
衛
生

七

伝
染
病
、
地
方
病

八

医
師
、
薬
剤
師
、
産
婆

九

病
院

一
〇

阿
片

一
一

兵
器

一
二

雑

四

外
事

一

外
交

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

四

雑

一

地
方
行
政

二

地
方
経
済

三

兵
事

四

地
理
及
土
地
建
物

五

社
寺

六

救
恤

五

地
方

七

年
期
貸
下
及
開
墾
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八

保
管
林

九

�
�
行
政

一
〇

雑

六

司
法

一

民
事

六
門
七
類

｢

退
隠
料
扶
助
料｣

を

削
除
し
、
以
下
す
べ
て
の
類
を
繰

上
げ

(

�)

。

二

刑
事

三

商
事

四

誹
訟

五

恩
赦

六

監
獄

七

雑

七

教
育

一

学
制

七
門
五
類

｢

退
隠
料
扶
助
料｣

を

削
除
し
、
以
下
を
繰
上
げ

(

�)

。

二

学
校
教
員
、
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

五

雑

一

国
税

二

州
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算

六

決
算

七

収
入

八

支
出

九

給
与

一
〇

官
有
財
産

一
一

物
品
会
計

八

財
務

一
二

検
査

八
門
二
類

｢

地
方
税｣

を

｢

州
税｣

に
名
称
変
更

(

�)

。
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一
三

出
納
官
吏

一
四

地
図

一
五

土
地

一
六

学
租

一
七

雑

九

通
信

一

郵
便

二

為
替
貯
金

三

電
信
電
話

四

陸
運
事
業

五

船
舶
海
員

六

航
海
補
助

七

灯
台
標
識

八

気
象

九

会
計
調
度

一
〇

人
事

一
一

雑

一
〇

殖
産

一

農
業

昭
和
一
一
年
一
〇
月
二
二
日
殖
産

局
米
穀
課
設
置
に
よ
り

(

�)

、
七
類
を

｢

米
穀｣

に
、
八
類
を
雑
に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
一
年
一
〇
月
三
〇
日)

。

二

商
工
業

三

水
産

四

鉱
業

五

畜
産

六

度
量
衡

七

雑

一

道
路
橋
梁

二

河
水
港
湾

三

上
水
下
水

一
一

土
木

四

�
�
工
事
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五

灯
台
標
識
工
事

六

営
繕

七

電
気
並
瓦
斯
之
監
督

八

雑

一
二

訴
願

一

租
税
及
手
数
料

二

租
税
滞
納
処
分

三

営
業
免
許

四

水
利
及
土
木

五

土
地
区
分

六

地
方
警
察

七

雑

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

九)

自
大
正
一
四
年
至
昭
和
一
四
年

(

�)

門

門

名

類

類

名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

秘
書

一

勅
語
及
令
旨

昭
和
一
一
年
一
〇
月
七
日
に

｢

官

房
秘
書
課｣

を

｢

秘
官
室
、
人
事

課｣

に
改
正
、
一
門

｢

秘
書｣

を

｢

人
事｣

に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
一
年
一

〇
月
九
日)

。

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

五

服
務

六

位
勲
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

一

調
査

二

文
書
及
調
査

二

文
書
及
図
書



48

三

雑

三

警
察

一

高
等
警
察

二

司
法
警
察

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

公
衆
衛
生

六

伝
染
病
、
地
方
病

七

医
師
、
薬
剤
師
、
産
婆

八

病
院

九

阿
片

一
〇

兵
器

一
一

雑

四

外
事

一

外
交

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

四

雑

五

内
務

一

地
方
行
政

二

地
方
経
済

三

兵
事

四

地
理
及
土
地
建
物

五

開
墾

六

上
水
下
水

七

�
�

八

保
管
林

九

雑

一

民
事

六

司
法

二

刑
事
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三

商
事

四

恩
赦

五

行
刑

六

雑

七

文
教

一

学
制

二

学
校
及
教
員
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

五

社
寺

六

救
恤

七

雑

八

財
務

一

国
税

二

地
方
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算
、
決
算

六

収
入

七

支
出

八

検
査

九

出
納
官
吏

一
〇

地
図

一
一

土
地

一
二

雑

一

特
産

二

農
業

三

商
工
業

九

殖
産

四

水
産



50

五

鉱
業

六

畜
産

七

林
業

八

樟
樹
造
林

九

軍
需
工
業

一
〇

組
合

一
一

雑

一
〇

会
計

一

会
計
調
度

二

官
有
財
産

三

営
繕

四

雑

一
一

訴
願

一

租
税
及
手
数
料

二

雑

一
二

米
穀

一

総
務

昭
和
一
四
年
七
月
一
日
米
穀
局
設

置
に
よ
り
、
一
二
門
米
穀
は
昭
和

一
四
年
一
二
月
一
六
日
に
追
加

(

�)

。

二

米
政

三

業
務

四

雑

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

一
〇)
自
昭
和
一
五
年
至
昭
和
一
六
年

門

門

名

類

類

名

註
(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

勅
語
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

五

服
務

一

秘
書

六

位
勲
褒
賞
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七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

二

文
書
及
調
査

一

文
書
及
図
書

二
門
に

｢

情
報｣

追
加
、
昭
和
一

四
年
七
月
一
日
調
査
課
が
企
画
部

に
名
称
変
更

(

�)

の
た
め
、
二
門
を

｢

文
及
企
画｣

に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
四

年
一
二
月
一
六
日)

。

二

文
書
雑

三

企
画
及
調
査

四

企
画
雑

五

情
報

三

警
察

一

高
等
警
察

二

司
法
警
察

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

公
衆
衛
生

六

伝
染
病
、
地
方
病

七

医
師
、
薬
剤
師
、
産
婆

八

病
院

九

阿
片

一
〇

兵
器

一
一

雑

四

外
事

一

外
交

南
支
調
査
を
一
項
加
え
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
五
類
に
南
支
調
査

を
追
加

(

�)

。

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

四

雑

五

南
支
調
査

(｢

南
支｣

即
華
南)

五

内
務

一

地
方
行
政
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二

地
方
経
済

三

兵
事

四

地
理
及
土
地
建
物

五

開
墾

六

上
水
下
水

七

�
�

八

保
管
林

九

雑

六

司
法

一

民
事

二

刑
事

三

商
事

四

恩
赦

五

行
刑

六

雑

七

文
教

一

学
制

二

学
校
及
教
員
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

五

社
寺

六

救
恤

七

雑

一

国
税

二

地
方
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算
決
算

八

財
務

六

収
入
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七

支
出

八

検
査

九

出
納
官
吏

一
〇

地
図

一
一

土
地

一
二

雑

九

殖
産

一

特
産

二

農
業

三

商
工
業

四

水
産

五

鉱
業

六

畜
産

七

林
業

八

樟
樹
造
林

九

軍
需
工
業

一
〇

組
合

一
一

雑

一
〇

会
計

一

会
計
調
度

二

官
有
財
産

三

営
繕

四

雑

一
一

訴
願

一

租
税
及
手
数
料

二

雑

一
二

米
穀

一

総
務

二

米
政

三

業
務

四

雑
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台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

一
一)

自
昭
和
一
七
年
至
昭
和
一
八
年

門

門
名

類

類
名

註

(

王
世
慶)

改
正
内
容

一

人
事

一

勅
語
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

五

服
務

六

位
勲
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

二

情
報

一

総
務

昭
和
一
七
年
一
月
二
三
日
訓
令
第

七
号
情
報
課
設
置
に
よ
り
、
二
門

｢

情
報｣

一
類

｢

情
報
及
宣
伝｣

二

類

｢

指
導
及
啓
発｣

三
類

｢

内
外

事
情
及
調
査｣

四
類

｢

皇
民
奉
公｣

五
類

｢

雑｣

に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
七

年
一
月
二
八
日)

。

二

情
報

三

啓
発

四

芸
能

五

雑

三

文
書
及
企
画

一

文
書
及
図
書

二
門

｢

情
報｣

を
追
加
の
た
め
三

門
五
類

｢

情
報｣

を
削
除
し
、
二

門
以
下
を
繰
下
げ
。
三
類

｢

企
画

及
調
査｣

と
四
類

｢

企
画
雑｣

を

削
除

(

�)

(

昭
和
一
七
年
一
一
月
五
日)

。

二

文
書
雑

三

企
画
及
調
査

四

企
画
雑

四

警
察

一

高
等
警
察

四
門
に
一
一
類

｢

兵
事｣

が
追
加
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二

司
法
警
察

さ
れ
、
一
二
類

｢

雑｣

に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
七
年
一
一
月
五
日)

。

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

公
衆
衛
生

六

伝
染
病
、
地
方
病

七

医
師
、
薬
剤
師
、
産
婆

八

病
院

九

阿
片

一
〇

兵
器

一
一

雑

五

外
事

一

外
交

五
門
一
類

｢

南
支
調
査｣

二
類

｢

外
交｣

三
類｢

通
商
及
海
外
渡
航｣

四
類

｢

対
岸｣

五
類

｢

雑｣

に
改

正

(

�)

(

昭
和
一
八
年
一
月
六
日)

。

二

通
商
及
海
外
渡
航

三

対
岸

四

雑

五

南
支
調
査

六

内
務

一

地
方
行
政

六
門
を

｢

総
務｣

に
、
一
類

｢

物

資
需
給
調
整｣

二
類

｢

臨
時
資
金

調
整｣

三
類

｢

労
務
需
給
調
整｣

四
類

｢

地
方
行
政｣

五
類

｢

地
方

経
済｣

六
類

｢

雑｣

に
改
正

(

�)

(

昭

和
一
七
年
一
一
月
五
日)

。

二

地
方
経
済

三

兵
事

四

地
理
及
土
地
建
物

五

開
墾

六

上
水
下
水

七

�
�

八

保
管
林

九

雑

一

民
事

二

刑
事

七

司
法

三

商
事
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四

恩
赦

五

行
刑

六

雑

八

文
教

一

学
制

二

学
校
及
教
員
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

五

社
寺

六

救
恤

七

雑

九

財
務

一

国
税

九
門
に
一
二
類

｢

営
繕｣

が
追
加

さ
れ
、
一
三
類

｢

雑｣

に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
七
年
一
一
月
五
日)

。

二

地
方
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算
決
算

六

収
入

七

支
出

八

検
査

九

出
納
官
吏

一
〇

地
図

一
一

土
地

一
二

雑

一

特
産

二

農
業

三

商
工
業

四

水
産

一
〇

殖
産

五

鉱
業

一
〇
門
八
類
に

｢

保
管
林｣

が
追

加
さ
れ
、
以
下
繰
下
げ

(

�)

。(

昭
和
一

七
年
一
一
月
五
日)

。
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六

畜
産

七

林
業

八

樟
樹
造
林

九

軍
需
工
業

一
〇

組
合

一
一

雑

一
一

会
計

一

会
計
調
度

一
一
門
を

｢

国
土｣

に
、
一
類

｢

地
理
及
土
地
建
物｣

二
類｢

開
墾｣

三
類

｢

上
水
下
水｣

四
類

｢

�
�｣

五
類

｢

雑｣

に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
七

年
一
一
月
五
日)

。

二

官
有
財
産

三

営
繕

四

雑

一
二

訴
願

一

租
税
及
手
数
料

二

雑

一
三

米
穀

一

総
務

一
三
門
二
類

｢

米
政｣

を

｢

米
穀｣

に
、
三
類

｢

業
務｣

を

｢

食
糧｣

に
改
正

(

�)

(

昭
和
一
七
年
三
月
二
三

日)

。

二

米
穀

三

食
糧

四

雑

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
門
類
別
分
類
表

(

一
二)
昭
和
一
九
年
七
一

門

門

名

類

類

名

註

(
王
世
慶)

改
正
内
容

一

勅
語
令
旨

二

官
制
官
規

三

進
退

四

辞
令

一

人
事

五

服
務
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六

位
勲
褒
賞

七

懲
戒

八

恩
給
及
賜
金

九

儀
式

一
〇

雑

二

文
書

一

文
書
及
図
書

二

文
書
雑

三

訴
願

一

租
税
及
手
数
料

二

雑

四

地
方
監
察

一

地
方
行
政

二

地
方
経
済

三

監
察

四

雑

五

情
報

一

情
報
及
宣
伝

二

指
導
及
啓
発

三

内
外
事
情
及
調
査

四

皇
民
奉
公

五

雑

六

統
計

一

人
口
統
計

二

犯
罪
統
計

三

国
勢
調
査

四

雑

一

学
制

二

学
校
及
教
員
生
徒

三

教
員
検
定

四

図
書

七

文
教

五

社
寺
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六

救
恤

七

雑

八

財
務

一

国
税

二

地
方
税

三

金
融

四

輸
出
入

五

予
算
決
算

六

収
入

七

支
出

八

検
査

九

出
納
官
吏

一
〇

地
図

一
一

土
地

一
二

営
繕

一
三

雑

九

農
商

一

特
産

二

農
業

三

商
業

四

水
産

五

畜
産

六

林
業

七

保
管
林

八

樟
樹
造
林

九

水
利

一
〇

米
穀

一
一

食
糧

一
二

雑
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一

物
資
需
給
調
整

一
〇

鉱
工

二

労
務
需
給
調
整

三

河
川

四

工
業

五

鉱
業

六

都
市
計
画
及
上
水
下
水

七

雑

一
一

警
務

一

高
等
警
察

二

司
法
警
察

三

行
政
警
察

四

蕃
人
蕃
地

五

公
衆
衛
生

六

伝
染
病
及
地
方
病

七

医
師
、
薬
剤
師
、
産
婆

八

病
院

九

阿
片

一
〇

兵
器

一
一

兵
事

一
二

雑

一
二

外
事

一

南
支
調
査

二

外
交

三

通
商
及
海
外
渡
航

四

対
岸

五

雑

一

民
事

二

刑
事

一
三

法
務

三

商
事



こ
の
よ
う
に
、
第
一
期
か
ら
第
一
二
期
ま
で
の
門
類
な
ど
に
つ
い
て
、
台
湾
総
督
府
文
書
お
よ
び

『

府
報』

か
ら
、
改
正
さ
れ
た
門

類
名
お
よ
び
門
類
番
号
に
つ
い
て

｢

改
正
内
容｣

の
列
に
可
能
な
限
り
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
記
入
し
て
み
た
。
こ
の
表
か
ら
は
、
実
は
王

の
分
類
表
は

『

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂』

ま
た
は

『

府
報』

か
ら
の
情
報
を
す
べ
て
確
認
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
第
二
表
か
ら
、
張
の
い
う
第
一
三
期
が
い
つ
の
時
期
の
も
の
か
が
判
明
し
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
一

七
年
一
二
月
二
七
日
の

『

台
湾
総
督
府
報』

第
二
二
一
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
訓
令
第
一
七
〇
号
の

｢

昭
和
一
七
年
訓
令
一
〇
九
号
台

湾
総
督
府
事
務
分
掌
規
程
中
ノ
改
正｣
の
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
で
は
、
戦
局
の
展
開
に
よ
っ
て
、
外
事
門
に
南
支
調
査
の
類
が

追
加
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
は
、
文
書
の
管
理
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
第
一
三
期
と
さ
れ
た
門
類
表
は
、
こ
の
追
加
さ
れ
た
一
類

の
南
支
調
査
を
加
え
、
一
門
は
す
で
に
秘
書
か
ら
人
事
に
改
正
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
第
一
三
門
に
食
糧
の
名
称
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
王
の
類
別
表
に
は
存
在
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
は
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
二
七
日
以
降
で
あ
り
、
昭
和
一

九
年
以
前
の
分
類
板
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
総
督
府
文
書
課
は
実
務
的
理
由
に
よ
り
事
務
分
掌
が
改
正
さ
れ
る
度
に

分
類
板
を
作
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
分
類
板
は
、
第
二
表
の
改
正
数
か
ら
判
断
す
る
限
り
に
お
い
て

も
、
実
際
に
は
第
一
三
期
に
留
ま
ら
ず
、
数
期
作
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
分
類
板
は
文
書
庫
内
に
数
枚
設
置
さ
れ
、

文
書
の
編
纂
時
に
複
数
の
担
当
者
が
こ
の
分
類
板
を
見
な
が
ら
編
纂
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
表
を
見
る

限
り
こ
れ
ら
の
分
類
板
は
一
期
に
つ
き
一
枚
で
は
な
く
複
数
枚
作
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
総
督
府
で
は
、
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簿
冊
化
に
は
編
纂
年
時
の
門
類
名
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
、
門
類
表
は
改
正
毎
に
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
分
類
板
は
一
期
に
つ
き
数

枚
作
成
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
台
湾
総
督
府
文
書
に
綴
ら
れ
た
門
類
別
の
改
正
に
関
わ
る
文
書
に
つ
い
て
再
考
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
改
正
さ

れ
た
文
書
の
存
在
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
六
点
だ
け
で
は
な
く
、
実
は
一
三
一
四
六
簿
冊

(

�)

と
い
う
省
文
献
委
員
会
に
移
管
さ

れ
る
際
に
最
後
に
受
け
入
れ
た
証
と
な
る
台
湾
総
督
府
文
書
の
最
終
番
号
、
台
湾
総
督
府
専
売
局
文
書
に
紛
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た

た
め
に
移
管
が
遅
れ
た
と
い
う
簿
冊

(

�)

の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
は
、
自
大
正
一
四
年
至
昭
和
一
四
年
の
分
類
表
の

(

九)

と
自
昭

和
一
七
年
至
昭
和
一
八
年
の
分
類
表

(

一
一)

に
か
か
わ
る
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
内
容
を
第
一
表
に
記
し
た
分
類
表
を
合

わ
せ
て
見
る
と
、
分
類
板
の
内
容
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、(

九)

と

(

一
一)

の
改
正
文
書
が
纏
め
ら
れ
た
上
で
こ
の
一
三
一

四
六
の
簿
冊
に
綴
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
簿
冊
に
は
、
戦
争
が
激
し
く
な
っ
た
際
の
持
ち
出
し
文
書
、
所
謂
疎
開
文
書

の
冊
数
や
貴
重
文
書
と
し
て
指
定
さ
れ
た
簿
冊
な
ど
の
記
載
が
あ
る
た
め
、
機
密
文
書
を
纏
め
て
綴
じ
た
簿
冊
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、(

九)

と

(

一
一)

の
門
類
表
が
如
何
に
重
要
で
あ
っ
た
の
か
が
み
て
と
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
戦
争
の
足
音
が
す
こ

し
ず
つ
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
ま
ず
、
文
書
及
企
画
の
門
に
情
報
の
類
が
、
外
事
の
門
に
南
支
調
査
の
類
が
、
殖
産
の
門
に
軍
需
工

業
の
類
が
追
加
さ
れ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
地
方
の
門
が
内
務
の
門
と
な
り
、
教
育
の
門
が
文
教
の
門
へ
と
変
更
さ
れ
、
地
方
に
置
か
れ

て
い
た
兵
事
と
救
恤
の
類
が
文
教
の
門
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。
本
国
政
府
の
体
制
変
化
が
植
民
地
で
あ
る
台
湾
に
皇
民
化
運
動
と

内
地
延
長
主
義
に
よ
る
戦
時
体
制
を
築
く
な
か
で
、
門
類
名
も
同
時
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
情
況
が
、
こ
の
簿
冊

に
綴
ら
れ
た
文
書
か
ら
、
ま
た
門
類
表
か
ら
窺
え
る
の
で
あ
る

(

こ
れ
ら
の
門
類
名
の
変
容
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
に
て

改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る)

。

さ
ら
に
重
要
な
点
は
、『

明
治
三
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
一
五
年
保
存
第
一
巻』

第
三
四
文
書
の
類
名
の
追
加
に
お
け
る
改
正

62



の
場
合
の
よ
う
に
、
門
類
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
が
永
久
保
存
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
一
五
年
保
存
と
し

て
綴
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
と
、｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

に
つ
い
て
は
、
府
報
を
見
な
け
れ
ば
確
認
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
永
久
保
存
文
書
の
み
ら
な
ず
、
一
五
年
保
存
文
書
お
よ
び
府
報
を
確
認
し
な
け
れ
ば
、
改
正
さ
れ
た
す
べ
て
の
門

類
名
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
、
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
の
可
能
性

最
後
に
、
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
の
可
能
性
と
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
既
述
し
た
よ
う
に
社
会
科
学
研
究
所
で
は
、
昭
和

五
六
年
か
ら
台
湾
総
督
府
文
書
の
目
録
編
纂
事
業
と
と
も
に
台
湾
総
督
府
文
書
の
研
究
お
よ
び
台
湾
史
研
究
を
行
っ
て
き
た
。
河
村
が

王
の
論
稿
考
を
も
と
に
台
湾
総
督
府
文
書
の
概
要
を
書
い
た
の
は
、
そ
も
そ
も
当
時
の
台
湾
は
戒
厳
令
下
で
あ
っ
た
こ
と
と
非
公
開
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
史
料
を
見
て
か
ら
執
筆
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
は
日
本
は
も
と
よ
り
台

湾
の
学
界
に
お
い
て
す
ら
台
湾
総
督
府
文
書
の
全
容
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
統
治
期
の
台
湾
に
お
い
て
も
同
様
で
、

台
湾
総
督
府
文
書
は
、
総
督
官
房
文
書
課
の
書
庫
に
お
い
て
厳
重
な
管
理
の
下
に
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
、
総
督
府
の
職
員
で
あ
っ
て

も
、
文
書
課
内
に
お
い
て
の
閲
覧
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
台
湾
総
督
府
文
書
を
閲
覧
し
た
民
間
人
は
、｢

明

治
時
代
の
台
湾
統
治
史
の
作
者
竹
越
与
三
郎
氏
と
昭
和
時
代
の
台
湾
治
績
誌
の
作
者
井
出
季
和
太
な
ど
限
ら
れ
た
人
た
ち
で
非
常
に
少

な
か
っ
た

(

�)｣

と
い
う
こ
と
か
ら
も
当
時
の
状
況
を
窺
え
よ
う
。

現
在
、
国
内
の
み
な
ら
ず
国
外
か
ら
で
も
誰
も
が
台
湾
総
督
府
文
書
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
で
台
湾
総

督
府
文
書
の
公
開
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
そ
の
大
き
な
変
化
を
見
る
と
、
そ
の
要
因
の
一
つ
に
、
ま
ず
は
台
湾
に
お
け
る
統

治
機
関
で
あ
る
台
湾
総
督
府
の
行
政
文
書
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
画
像
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閲
覧
に
は
、
画
像
一
枚
に
つ
き
二
元
の
手
数
料
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
手
数
料
が
平
成
二
六

(

二
〇
一
四
・
民
国
一
〇
三)

年
一
月
一

日
に
一
元
と
な
っ
て
も
そ
の
支
払
い
方
法
が
前
払
い
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
利
用
者
に
敬
遠
さ
れ
る
要
因
に
は
な
っ
て
い
た
が
、

平
成
二
八

(

二
〇
一
六
・
民
国
一
〇
五)

年
九
月
一
日
に
そ
の
手
数
料
が
無
料
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
台
湾
総
督
府
文
書
の
利
用
は
促
進

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
そ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
、
利
用
に
お
い
て
中
華
民
国
籍
に
限
る
と
い
う
制
限
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
制
限
は
一
部
例
外
が
あ
り
、
研
究
機
関
で
あ
れ
ば
団
体
と
し
て
の
申
請
が
可
能
と
い
う
も
の
で
あ
り
、｢

國
史
館
臺
灣

文
獻
館
文
獻
�
案
開
放
應
用
要
點｣

第
六
条
に
は
利
用
可
能
な
国
民
と
し
て
、｢(

三)

平
等
互
惠
國
之
外
國
人

(

�)｣

の
申
請
を
可
能
と
し

て
い
た
。
日
本
は
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
歴
史
資
料
を
公
開
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り｢

平
等
互
惠
國｣

三
九
ヶ
国
の
一
員
と
し
て
申
請
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
史
資
料
の
公
開
に
お
け
る
制
限
等
の
緩
和
に
よ
り
、
台
湾
史
研
究
が

推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
て
昭
和
四
一

(

一
九
六
六)
年
に
王
が
台
湾
総
督
府
文
書
を
紹
介
し
て
か
ら
約
五
〇
年
が
過
ぎ
、
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
に

お
け
る
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
が
日
本
語
の
近
代
古
文
書
、
つ
ま
り
崩
し
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
文
書

史
料
を
現
代
の
台
湾
人
の
若
手
研
究
者
が
、
特
に
如
何
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
か
で
あ
る
。
実
際
的
に
み
て
み
る
と
、
台
湾
に
お

い
て
台
湾
史
研
究
が
解
禁
さ
れ
日
本
統
治
期
台
湾
史
の
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
多
く
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
活
字
資
料
に
よ
る
も
の
で
、
原
文
書
史
料
を
用
い
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
平
成

三
〇

(

二
〇
一
八)

年
一
〇
月
六
日
の
日
台
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
三
部
で
の
報
告

｢

人
工
知
能
と
台
湾
総
督
府
文
書｣

で
紹
介
さ
れ

た
よ
う
に
、
本
学
の
社
会
科
学
研
究
所
と
人
工
知
能
高
等
研
究
所
は
、
か
か
る
現
状
を
踏
ま
え
、
台
湾
総
督
府
文
書
を
多
く
の
研
究
者

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
台
湾
総
督
府
文
書
を
基
と
し
た
近
代
公
文
書
の
自
動
解
読
シ
ス
テ
ム

(

目
指
し
て
い
る
の
は
解
読
支
援
シ
ス

テ
ム)

の
開
発
を
行
っ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
近
代
公
文
書
で
あ
り
近
代
古
文
書
で
あ
る
台
湾
総
督
府
文
書
を
解
読
す
る
た
め
の
支
援
シ
ス
テ
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ム
を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
活
用
が
増
え
、
日
本
統
治
下
に
お
け
る
台
湾
研
究
が
よ
り
深
い
も
の
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
在
最
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
、
台
湾
総
督
府
文
書
を
所
蔵
し
、
そ
の
文
書
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
利
用
者
に
提
供
し
て
い
る
台
湾
文
献
館
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
あ
る
。
台
湾
文
献
館
は
前
身
を
台
湾
省
文
献
委

員
会
と
称
し
、
行
政
機
関
の
改
組
に
よ
り
二
〇
〇
〇
年
一
月
一
日
に
国
史
館
の
傘
下
に
入
っ
た
。
そ
れ
が
、
却
っ
て
原
因
と
な
っ
た
の

か
平
成
三
一

(

二
〇
一
九)

年
以
降
に
さ
ら
な
る
改
組
が
な
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
組
は
台
湾
総
督
府
文
書
の
保
存
管
理

か
ら
公
開
お
よ
び
利
用
ま
で
も
変
え
て
し
ま
う
虞
も
あ
る
た
め
、
台
湾
総
督
府
文
書
の
研
究
ひ
い
て
は
近
代
公
文
書
の
研
究
お
よ
び
台

湾
統
治
史
の
研
究
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
台
湾
統
治
史
研
究
、
台
湾
総
督
府
文
書
研
究
に
と
っ
て
王
世
慶
論
文
の
果
た
し
た
役
割
は
高
く
評

価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
台
湾
総
督
府
文
書
が
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
時
代
背
景
も
あ
る
が
、
台
湾
総
督
府
文
書

と
い
う
史
料
を
近
代
文
書
学
的
に
分
析
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
、
日
本
近
代
文
書
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
意
義
が
大
き
い
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
王
論
文
が
文
書
の
分
類
表
を
示
し
た
の
は
、
単
な
る
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
の
紹
介
と
い
う
も
の
で
は
な
く
文

書
構
造
を
分
析
す
る
方
法
論
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
当
該
文
書
の
文
書
学
的
研
究
の
基
礎
を
提
起
し
た
も
の
で
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

王
が
提
起
し
た
分
類
表
の
分
析
に
よ
り
、
始
政
期
に
お
い
て
台
湾
総
督
府
文
書
課
が
参
考
に
し
た
の
は
、
本
国
政
府
の
中
央
官
庁
の

門
類
分
類
法
を
そ
の
ま
ま
模
写
し
導
入
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
た
め
、
実
際
に
設
置
さ
れ
た
総
督
府
の
組
織
機
構
の
規
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模
と
、
実
際
の
行
政
事
務
と
が
大
き
く
乖
離
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
書
事
務
と
収
蔵
す
る
文
書
と
の
関
係
が
極
端
に
不
均
衡
と
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、｢

皇
室
門｣

の
存
在
で
あ
る
。
総
督
府
は
中
央
政
府
に
準
じ
た
機
関
で
あ
る
と
は
い
え
、
飽
く

ま
で
も
外
地
統
治
機
関
で
あ
る
こ
と
、
本
国
政
府
か
ら
完
全
に
独
立
し
た
機
関
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
初
期
統
治
期
の
執
務
内
容
か
ら

し
て
そ
の
業
務
内
容
は
中
央
政
府
の
官
衙
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
程
小
さ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
書
管
理
制
度
と
収
蔵
文
書
と
は
か
な

り
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
が
、
領
台
初
期
文
書
分
類
法
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。

そ
の
後
、
業
務
を
進
め
て
い
く
に
従
っ
て
そ
の
業
務
に
準
じ
た
分
類
法
に
変
更
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
文
書
課
が
作
成
し

た
初
期
の
分
類
法
は
、
如
何
に
、
台
湾
総
督
府
吏
員
が
台
湾
統
治
に
つ
い
て
充
分
に
検
討
し
て
い
な
か
っ
た
か
を
垣
間
見
る
も
の
で
も

あ
る
。
従
っ
て
、
文
書
分
類
法
が
落
ち
つ
い
て
く
る
こ
と
は
、
統
治
組
織
が
落
ち
つ
い
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
、
次
い
で
、
分
類
法
に

変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
統
治
業
務
の
拡
大
発
展
を
意
味
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
分
類
法
の
変
遷
を
見
る
だ
け
で

も
台
湾
統
治
史
の
概
観
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
文
書
の
分
類
法
で
あ
る
が
、
門
類
別
分
類
の
改
正
文
書
や
、
府
報
に
綴
ら
れ
た
規
程
の
改
正
、
現
存
し
て
い
る
台
湾
総
督
府
公

文
類
纂
文
書
一
三
一
四
六
簿
冊
に
編
綴
さ
れ
た
門
類
別
に
か
か
わ
る
文
書
だ
け
で
は
、
門
類
別
の
変
遷
ま
で
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
王
論
文
が
示
し
た
分
類
表
に
よ
っ
て
初
め
て
文
書
課
が
度
重
な
る
門
類
名
の
変
更
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
統
治
業
務
の
拡
大
発
展
と
と
も
に
門
類
別
が
細
分
化
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
門
類
別
を
統
合
し
、

業
務
を
纏
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
こ
れ
ら
の
変
遷
か
ら
み
る
こ
と
が
出
来
た
。

さ
ら
に
、
明
治
二
八
年
か
ら
昭
和
二
〇
年
ま
で
八
回
も
の
改
編
が
行
わ
れ
た
地
方
行
政
機
関
の
変
遷
に
よ
り
変
化
す
る｢

地
方｣

門
、

日
露
戦
争
時
期
に
日
本
統
治
期
最
初
で
最
後
の
戒
厳
令
を
敷
い
た

｢

戒
厳｣
門
、
日
中
戦
争
時
の
食
糧
不
足
に
対
応
す
る
た
め
の

｢

米

穀｣

門
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
る
と
と
も
に
強
化
し
た

｢
外
事｣

、｢

内
務｣

、｢

文
教｣

、｢

殖
産｣

の
各
門
と
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い
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
門
類
に
お
け
る
変
遷
か
ら
組
織
構
造
の
改
廃
や
当
時
の
社
会
状
況
、
そ
し
て
本
国
政
府
お
よ
び
台
湾
総
督

府
の
政
策
が
わ
か
っ
て
く
る
。
文
書
課
の
職
員
は
、
こ
の
よ
う
な
頻
繁
に
改
正
さ
れ
る
門
類
別
分
類
に
対
応
す
る
た
め
に
、
門
類
名
の

改
正
毎
に
門
類
表
を
作
成
し
、
そ
の
表
を
板
に
貼
り
付
け
た
分
類
板
と
い
う
も
の
を
数
枚
製
作
す
る
こ
と
で
、
文
書
課
の
書
庫
内
で
行

う
通
常
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
処
方
法
を
考
え
る
こ
と
も
、
目
録
編
纂
お
よ
び
文
書
保
存
管

理
す
る
際
に
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

尤
も
こ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
台
湾
総
督
府
で
は
全
て
の
文
書
を
原
課
に
保
管
さ
せ
ず
、
案
件
が
結
了
す
る
と

直
ち
に
全
て
を
文
書
課
に
移
管
さ
せ
、
文
書
課
の
書
庫
に
お
い
て
一
括
管
理
す
る
と
い
う
方
式
を
採
っ
て
い
た
こ
と
、
原
課
に
お
い
て

文
書
が
必
要
に
な
る
と
、
通
常
は
文
書
課
の
書
庫
に
出
向
い
て
そ
こ
で
閲
覧
す
る
か
、
必
要
に
応
じ
て
原
課
に
貸
し
出
す
と
い
う
方
法

を
用
い
て
い
た
か
ら
こ
そ
門
類
名
の
変
遷
に
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。
翻
っ
て
、
三
〇
年
を
経
過
し
て
も
全
て
が
現
用

文
書
と
し
て
の
扱
い
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
勿
論
、
規
程
に
従
い
保
存
年
限
が
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
少
な
く
と
も

永
久
保
存
文
書
と
一
五
年
保
存
文
書
は
一
切
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
な
く
保
存
さ
れ
て
お
り
、
現
用
文
書
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
に
お
い
て
は
、｢

現
用｣
と

｢

非
現
用｣

と
い
う
概
念
に
よ
る
扱
い
の
違
い
は
存
在
し
な
い
。｢

現
用｣

｢

非

現
用｣

と
い
う
概
念
が
必
要
に
な
る
の
は
、
原
課
主
義
を
前
提
と
す
る
文
書
管
理
制
度
に
あ
る
か
ら
で
、
台
湾
総
督
府
の
よ
う
に
中
央

管
理
制
度
下
に
お
い
て
は
保
存
年
限
に
関
わ
り
な
く
全
て
の
文
書
は
文
書
課
に
移
管
さ
れ
、
そ
こ
に
置
い
て
保
存
又
は
廃
棄
が
な
さ
れ

る
。
そ
の
廃
棄
も
、
規
定
に
従
い
有
期
保
存
文
書
の
な
か
で
保
存
年
限
に
達
し
た
文
書
か
ら
廃
棄
処
分
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
原
課
の

意
思
は
反
映
さ
れ
な
い
。
原
課
が
そ
の
意
思
を
活
か
す
の
は
、
原
課
に
お
い
て
継
続
保
存
し
て
お
く
必
要
の
あ
る
文
書

(

設
計
図
面
や

契
約
書
類
の
よ
う
に
法
令
で
保
存
年
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
経
過
し
て
も
業
務
上
引
き
続
き
保
存
し
て
お
く
必
要
の
あ
る

場
合)

に
つ
い
て
は
、
制
度
的
廃
棄
手
続
き
を
踏
ん
で
か
ら
、
改
め
て
当
該
課
長
な
ど
か
ら
文
書
課
長
に
廃
棄
後
の
移
管
願
い
が
出
さ
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れ
原
課
に
廃
棄
文
書
と
し
て
引
き
渡
さ
れ
る
と
い
う
処
置
が
な
さ
れ
る
。
文
書
課
に
お
け
る
集
中
一
括
管
理
と
は
、
こ
の
よ
う
な
制
度

で
あ
り
、
そ
れ
で
あ
っ
た
が
故
に

｢

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂｣

は
殆
ど
全
て
が
残
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
台
湾
総
督
府
文
書
は
、
文
書
課
に
よ
る
集
中
一
括
管
理
方
式
で
文
書
管
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
台
湾
総

督
府
と
い
う
統
治
機
関
に
お
け
る
行
政
文
書
は
す
べ
て
が
残
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
臨
時
台
湾
土
地
調
査
局
や
糖
務
局
お
よ
び
土

木
局
な
ど
の
期
間
限
定
で
業
務
が
終
了
し
た
時
点
で
歴
史
的
な
文
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
文
書
ま
で
を
も
永
久
に
保
存
す
る
べ
き
文
書

と
し
て
、
文
書
課
の
倉
庫
に
お
い
て
保
存
管
理
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
総
督
府
で
は
文
書
課
と
い
う
一
部
局
に

お
い
て
集
中
一
括
管
理
と
す
る
こ
と
で
効
率
的
に
通
常
業
務
が
行
わ
れ
、
且
つ
、
敗
戦
の
際
に
も
文
書
は
残
さ
れ
、
現
代
ま
で
こ
れ
が

残
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
い
ま
、
台
湾
に
住
む
住
民
が
祖
先
の
情
報
や
土
地
家
屋
を
調
べ
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
住
民
の
み
な
ら
ず
、
後
世
の
そ
の
土
地
に
住
む
で
あ
ろ
う
住
民
の
知
的
財
産
と
し
て
も
文
書
は
残
さ
れ
て
い

く
べ
き
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

註

(

１)

王
世
慶
著

｢

介
紹
日
拠
時
機
台
湾
総
督
府
�
案｣

(
台
湾
省
文
献
委
員
会
編
纂
組
編

『

台
湾
文
献』

第
一
七
巻
第
四
期
、
一
頁
〜
六
二
頁
、

中
華
民
国
五
五

(

一
九
六
六)

年)

。
王
世
慶

｢

六
十
年
來
台
灣
總
督
府
公
文
類
纂
的
保
管
、
整
理
、
編
譯
、
運
用
和
研
究｣

、『

台
灣
文
獻』

第
六
〇
卷
第
一
期
、
中
華
民
国
九
八
年

(

二
〇
〇
九
年)

。

(

２)

河
村
一
夫
著

｢

台
湾
総
督
府
文
書｣

(『

日
本
古
文
書
学
講
座』
第
九
巻

近
代
編
Ⅰ
、
二
四
一
頁
〜
二
四
三
頁
、
雄
山
閣
・
昭
和
五
四
年)

。

(

３)

王
世
慶
著

｢

介
紹
日
拠
時
機
台
湾
総
督
府
�
案｣

(

台
湾
省
文
献
委
員
会
編
纂
組
編

『

台
湾
文
献』

第
一
七
巻
第
四
期
、
一
頁
〜
六
二
頁
、

中
華
民
国
五
五

(

一
九
六
六)

年)

。

(

４)
『

日
本
植
民
地
史』

三
台
湾
・
南
洋
群
島

(

別
冊
一
億
人
の
昭
和
史)

、
毎
日
新
聞
社
・
昭
和
五
三
年
。
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(

５)

山
辺
健
太
郎
編

『

現
代
史
資
料』

台
湾
、
み
す
ず
書
房
・
昭
和
四
六
年
。

(
６)

許
世
楷
著

『

日
本
統
治
下
の
台
湾
－
抵
抗
と
弾
圧
－』

、
東
京
大
学
出
版
会
・
昭
和
六
年
。

(
７)

井
出
季
和
太
著

『

台
湾
治
績
志』

、
台
湾
日
日
新
報
社
・
昭
和
一
二
年
。

(

８)
台
湾
総
督
府
警
察
局

『

台
湾
総
督
府
警
察
沿
革
誌』

Ⅰ
巻
〜
Ⅴ
巻
、
昭
和
八
年
〜
昭
和
一
六
年
。

(

９)
外
務
省
条
約
局
法
規
課

『

外
地
法
制
誌』

第
三
部
、
昭
和
三
四
年
〜
昭
和
四
一
年
。

(

�)
『

台
湾
総
督
府
文
書
目
録』

第
一
巻
・
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
台
湾
総
督
府
文
書
目
録
編
纂
委
員
会
編
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
三
年
。

(

�)

檜
山
幸
夫
著

｢
台
湾
総
督
府
文
書
と
目
録
編
纂
に
つ
い
て｣

(

同
上
、
一
七
頁
〜
一
五
四
頁)

。

(

�)
｢

民
政
局
記
録
規
則｣

(『

自
開
府
至
軍
組
織
中
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
五
巻』

第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
〇
五)

。

(

�)
｢

民
政
局
記
録
分
類
規
則｣

、
同
上
。

(

�)

台
湾
省
文
献
委
員
会
に
お
い
て
台
湾
総
督
府
文
書
の
整
理
を
行
っ
て
い
た
呉
家
憲
氏
が
常
時
利
用
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
現
存
し
て
い
な
い
。

(

�)
｢

民
政
局
記
録
分
類
規
則
ノ
件｣
(『

自
開
府
至
軍
組
織
中
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
五
巻』

第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
〇
五)

。

(

�)
｢

民
政
局
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣
(『

明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
五
巻』

第
二
六
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
六
〇)

。

(

�)
｢

記
録
分
類
規
則
・
記
録
規
則
ヲ
廃
シ
文
書
保
存
規
則
ヲ
定
ム
ル
ノ
件｣

(『

明
治
三
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
九
巻』

第
一

〇
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
〇
五
九)

。

(

	)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
六
巻』

第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
二
九
二
六)

。

(


)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
二
巻』

第
二
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
〇
一
七)

。

(

�)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
一
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
一
巻』

第
一
一
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
五
六
〇)

。

(

�)

張
谷
源
著

｢

台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
分
類
板
簡
介｣

『

台
湾
文
献』

別
冊
四
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
二
頁
〜
七
頁
所
収
。
こ
の
内
容
は
、
拙

稿

｢

台
湾
総
督
府
文
書
の
目
録
記
述
論
に
つ
い
て｣

(『

台
湾
の
近
代
と
日
本』

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
四
二
一
頁

〜
四
九
九
頁
所
収)

を
参
照
。

(


)

訓
令
第
一
七
〇
号
に
よ
り
外
事
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
事
務
分
掌
規
程
の
改
正
。

(

�)

国
史
館
台
湾
文
献
館
に
お
い
て
担
当
者
に
こ
の
分
類
版
に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
現
存
し
て
い
な
い
と
い
う
。
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(

�)
｢

台
湾
総
督
府
民
政
局
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣

((『

自
開
府
至
軍
組
織
中
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
五
巻』

第
五
文
書
、
簿
冊
番
号

〇
〇
〇
〇
五)

。

(
�)

｢

民
政
局
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣

(『

明
治
二
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
甲
種
第
五
巻』

第
二
六
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
〇
六
〇)

。

(

�)
｢

民
政
部
記
録
規
則
制
定
ノ
件｣

(『

明
治
三
三
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
甲
種
永
久
第
三
巻』

第
三
六
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
〇
四
七
四)

。
破

損
の
た
め
、
門
類
表
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
。

(

�)
｢

記
録
分
類
規
則
・
記
録
規
則
ヲ
廃
シ
文
書
保
存
規
則
ヲ
定
ム
ル
ノ
件｣

(『

明
治
三
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
九
巻』

第
一

〇
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
〇
五
九)

。

(

�)
｢

総
督
府
分
課
規
程
改
正
ノ
為
保
存
文
書
分
類
中
削
除
又
ハ
追
加
ノ
件｣

(『

明
治
四
〇
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
八
巻』

第
五

文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
二
七
八
、『

台
湾
総
督
府
報』

第
二
二
二
六
号
、
明
治
四
〇
年
七
月
五
日
、
一
九
頁)

。

(

�)
｢

文
書
分
類
表
中
追
加
ノ
件｣

(『

明
治
三
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
一
五
年
保
存
第
一
巻』

第
三
四
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
四
八
八
二
、『

台

湾
総
督
府
報』

第
一
九
三
六
号
、
明
治
三
九
年
三
月
二
七
日
、
六
九
頁)

。

(

�)
｢

総
督
府
分
課
規
程
改
正
ノ
為
保
存
文
書
分
類
中
削
除
又
ハ
追
加
ノ
件｣

(『

明
治
四
〇
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
八
巻』

第
五

文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
二
七
八
、『

台
湾
総
督
府
報』

第
二
二
二
六
号
、
明
治
四
〇
年
七
月
五
日
、
一
九
頁)

。

(

�)
｢

文
書
保
存
規
則
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

台
湾
総
督
府
報』

第
一
七
七
七
号
、
明
治
三
八
年
六
月
二
九
日
、
七
四
頁)

。

(

	)

同
上
。

(


)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

明
治
四
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
九
巻』

第
九
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
四
六
一)

。

｢

保
存
文
書
分
類
表
中
門
及
類
設
置
ノ
件｣

(『

大
正
三
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
六
巻
甲』

第
四
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
二
二
三

四)

。

(

�)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

明
治
四
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
九
巻』

第
九
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
四
六
一)

。

(

�)

同
上
。

(


)

同
上
。

(

�)

同
上
。
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(

�)

同
上
。

(
�)

｢

保
存
文
書
分
類
表
中
門
及
類
設
置
ノ
件｣

(『

大
正
三
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
六
巻
甲』

第
四
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
二
二

三
四)

。

(

�)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

明
治
四
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
九
巻』

第
九
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
一
四
六
一)

。

(

�)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
門
及
類
設
置
ノ
件｣

(『

大
正
三
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
六
巻
甲』

第
四
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
二
二

三
四)
。

(

�)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
八
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
六
巻』

第
五
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
二
九
二
六)

。
分

類
表
に

｢

大
正
八
年
七
月
二
十
日
ヨ
リ
施
行｣

｢

注
意

(

朱
書
ハ
改
正
ヲ
表
ハ
ス

と
書
か
れ
て
お
り
、
改
正
内
容
に
書
き
入
れ
た
部
分
を
朱

書
き
で
追
加
ま
た
は
修
正
さ
れ
分
類
表
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

(

�)

同
上
。。

(

�)

同
上
。

(

�)

同
上
。

(

	)

同
上
。

(


)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
二
巻』

第
二
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
〇
一
七)

。

(

�)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
九
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
二
巻』

第
二
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
〇
一
七)

。
分

類
表
に

｢

大
正
八
年
七
月
二
十
日
ヨ
リ
施
行｣

と
書
か
れ
て
い
る
。

(

�)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
一
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
一
巻』

第
一
一
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
五
六
〇)

。

分
類
表
に

｢

十
二
門
訴
願
ノ
ミ
ハ
十
二
年
ヨ
リ
施
行
、
其
ノ
他
ハ
十
三
年
ヨ
リ
施
行｣

(

大
正
十
二
年
十
二
月)

と
書
か
れ
て
い
る
。

(


)
｢

保
存
文
書
分
類
表
中
改
正
ノ
件｣

(『

大
正
一
二
年
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
永
久
保
存
第
一
一
巻』

第
一
一
文
書
、
簿
冊
番
号
〇
三
五
六
〇)

。

大
正
一
四
年
か
ら
昭
和
一
四
年
七
月
一
日
の
米
穀
局
設
置
ま
で
は
、
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
分
類
表

(

八)

の
分
類
表
を
用
い
て
い
る
。

(

�)

同
上
。

(

�)

同
上
。
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(

�)

同
上
。

(
�)

｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
五
一
号

『

台
湾
総
督
府
報』

第
二
八
一
六
号
、
昭
和
一
一
年
一
〇
月
二
二
日
、
五
五
頁)

。

(
�)

同
上
。

(

�)
大
正
一
四
年
か
ら
昭
和
一
四
年
七
月
一
日
の
米
穀
局
設
置
ま
で
は
、
台
湾
総
督
府
公
文
類
纂
分
類
表

(

八)

の
分
類
表
を
用
い
て
い
る
。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
四
九
号

『

台
湾
総
督
府
報』

第
二
八
〇
四
号
、
昭
和
一
一
年
一
〇
月
七
日
、
一
五
頁
・
一
六
頁)

。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
五
一
号

『

台
湾
総
督
府
報』

第
三
六
二
一
号
、
昭
和
一
四
年
七
月
一
日
、
一
頁)

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
五
一
号

『

台
湾
総
督
府
報』

第
三
六
二
一
号
、
昭
和
一
四
年
七
月
一
日
、
一
頁)

。

(

�)

同
上
。

(

	)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
一
七
〇
号

『

台
湾
総
督
官
報』

第
二
二
一
号
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
二
七
日
、
一
〇
一
頁)

。

(


)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(
訓
令
第
七
号

『

台
湾
総
督
府
報』

第
四
三
九
八
号
、
昭
和
一
七
年
一
月
二
三
日
、
九
四
頁)

。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(
訓
令
第
一
〇
九
号

『

台
湾
総
督
官
報』

号
外
、
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日
、
一
〇
頁
〜
一
三
頁)

。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣
(

訓
令
第
一
〇
九
号

『

台
湾
総
督
官
報』

号
外
、
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日
、
一
〇
頁
〜
一
三
頁)

。

(


)
｢

外
事
部
事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(
訓
令
第
一
七
〇
号

『

台
湾
総
督
官
報』

第
二
二
一
号
、
昭
和
一
七
年
一
二
月
二
七
日
、
一
〇
一
頁)

。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
一
〇
九
号

『

台
湾
総
督
官
報』

号
外
、
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日
、
一
〇
頁
〜
一
三
頁)

。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
一
〇
九
号

『
台
湾
総
督
官
報』

号
外
、
昭
和
一
七
年
一
一
月
一
日
、
一
〇
頁
〜
一
三
頁)

。

(

�)

同
上
。

(

�)

同
上
。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
二
八
号

『

台
湾
総
督
府
報』
第
四
四
四
五
号
、
昭
和
一
七
年
三
月
二
〇
日
、
一
四
五
頁)

。

(

�)
｢

事
務
分
掌
規
程
中
改
正｣

(

訓
令
第
二
〇
七
号

『

台
湾
総
督
官
報』
第
四
九
九
号
、
昭
和
一
八
年
一
二
月
一
日
、
二
頁
〜
五
頁))

。

(

�)

河
村
の
調
査
で
は
、
総
督
府
の
公
文
書
の
簿
冊
数
は
、
一
三
八
五
五
冊
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
、
一
三
一
四
六
冊
で
あ
る
。
簿
冊
数
が

減
少
し
た
理
由
は
、
省
文
献
委
員
会
に
よ
り
台
湾
総
督
府
文
書
の
合
冊
が
な
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

(

�)

拙
稿

｢

台
湾
総
督
府
の
文
書
管
理
と
文
書
取
扱
に
関
す
る
一
考
察｣

(『

現
代
の
公
文
書
史
料
学
へ
の
視
座』

中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所･
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二
〇
〇
六
年
、
一
七
八
頁
〜
一
八
六
頁)

。

(
�)

陳
文
添

｢

台
湾
植
民
地
統
治
関
係
文
書
史
料
に
つ
い
て｣

、
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
公
開
研
究
会
、
一
九
九
六
年
四
月
二
〇
日
。

(
�)

｢

國
史
館
臺
灣
文
獻
館
文
獻
�
案
開
放
應
用
要
點｣

中
華
民
國
一
〇
七
年
五
月
八
日
臺
整
字
第
一
〇
七
〇
〇
〇
一
三
一
二
號
函
訂

定
發
布
、
参
照
。
な
お
、
第
六
条

(

三)

の
互
恵
国
家
と
は
、｢

外
國
人
在
我
國
取
得
或
設
定
土
地
權
利
互
惠
國
家
一
覽
表｣

に
あ
る
三
九
ヶ

国
。

(

�)

目
加
田
慶
人

｢

人
工
知
能
と
台
湾
総
督
府
文
書｣

本
書
、
二
二
二
頁
〜
二
二
六
頁
を
参
照
。

本
稿
は
、JSP

S

科
研
費JP

22520651

・JP
25370753

・JP
16K
03006

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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